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不登校は段階的な支援を行います。生活習慣が乱れる「混

乱期」は、不安感が強い保護者を支援することが、子どもが

元気になる早道です。 

 

 
 
一般に不登校の子どもも、保護者も、焦りや不安だけで

なく、後ろめたさや申し訳ない自責の心で苦しんでいます。

まず、その苦しさから自分を防衛する反応を知っておくこ

とが、家庭訪問には必要です。 
 

自分を守ろうとするときの反応 
・ 攻  撃 ：学校や先生に対して批判的、攻撃的になる 

・ 拒  絶 ：先生に会うことを拒む 

・過剰適応：無理して笑顔で応対してくれる 
 
会えるから話ができるから安心だと考えていても、相手

は過剰適応で無理を重ねている場合があります。 

安全であるはずの家庭に踏み込む行為だと意識して、保

護者を責めないで、パートナーになっていく姿勢が大事で

す。「一緒にやっていきましょう」と伝えてください。 
 

労
ねぎら

い労
いたわ

りが 心の扉のマスターキー 
苦しむ保護者が心を閉ざしている時、心の扉を開くのは、

相手を尊重する態度を貫き通すことです。子育ての大変さ

を認め、がんばっていることや苦戦していることを労い、

労る態度。それが保護者のエネルギーになります。 
 
 

 

 

 
 
虐待の場合は 待たないですぐに対応を 
子どもが動き出すにはエネルギーを貯める期間が必要で

すが、虐待やネグレクトの場合は別です。物理的な虐待や、

暴言等の心理的虐待を受けた子どもは、脳が傷つきトラウ

マ障害になっていることがあります。待っていたら取り返

しのつかない場合がありますので、専門家への相談が必要

です。虐待発見時には、通告義務が定められています。 
（児童虐待の防止等に関する法律 第６条） 

 

令和 5年７月号 

不登校の保護者への支援 ～ 混乱期の不登校対応 ～ 

子どもの不登校が長引き、昼夜が逆転しており、家庭訪問しても会いにくい状況です。子ど

もが動かない時は保護者を支援するのが大事だと言われました。どうすればよいでしょう？ 

不登校の段階的な支援については、丹波教育事務所ＨＰで 

ＴＮＢだより 令和４年７月号をご覧ください 

 

保護者への関わりの基本 

① 責めない 子育ての大変さを認める 

② 支える 見捨てない 

③ 一緒に取り組んでいく 

一言で信頼を失う禁句集 
 

・学校はやったので、次はあなたたちの番。 

・高校は義務教育ではないですから。 

・このままでは通信制ですね。 

・お母さんが子離れできないのが問題です。 

・検査でも受けてみたらどうですか。 

・不登校のままでは引きこもりになります。 

・もっとがんばらせてください。 

「先生は、私のことを分かってくれる・気にし

てくれる・困った時に助けてくれる・いいとこ

ろを認めてくれる」と思えるメッセージを 

 



なぜ、保護者が元気になることが大事なのか 
心のエネルギーは人間関係の中で育まれます。家族の中

の誰かが元気になれば、その影響でまわりの家族も元気が

貯まっていく、そんなサイクルを家庭の中につくることが

元気回復への早道です。 
 

家庭での小さな変化が回復のプロセス 
ところが「混乱期」は、家庭での会話も成立しにくくな

ります。何とか肝心な話をしようとする家族の焦りが悪循

環をつくってしまいがちな時期です。 

・保護者：「どうするの？」と一番肝心な要件を話す 

・子ども：動けない状態なので、保護者から逃げる 

・保護者：顔を見るたび肝心な要件を話そうとする 

・子ども：追い詰められ、ますます保護者を避ける 
 

動きたくても動けない状態の「混乱期」は、小さな変化に

目を向けて、ちょっと元気になってもらうような関わり方

が有効です。 

無理に子どもを動かそうとしないで、小さな変化を見つ

けるよう保護者に促します。着替えをした、食器を運んだ

等の小さな変化に目を向けます。そして、その変化を共に

喜ぶことが大事です。 

保護者に少し余裕ができて、子どもが少しでも元気を蓄

えるようなサイクルを促してください。家族の中でできる

役割を果たしながら元気になっていく変化が、不登校の回

復のプロセスです。 

 
 
 
  

（１）例外を探す 
できないことに目を向けず、例外的にできたことを保護

者に見つけてもらいます。そして、どうやってできたのか

を質問していきます。保護者に教えてもらう姿勢で、子ど

もの強さや能力（リソース）を一緒に確認します。 
 

（２）ゴールイメージを聞く 
子どものではなく保護者自身の小さなゴールイメージを

聞きます。そして、試しにそのゴールイメージの通りのこ

とをするように勧めてみます。 

・登校できたら、どんなメッセージを言うでしょう？ 

 →「健康でいてくれるだけでいいからねと言う」 

・登校できたら、家庭で自分は何をしているでしょう？ 

 →「テーブルに花を飾っている」 

・自分にとって家族らしさはどんな状態でしょう？ 

 →「大きな声であいさつしている」 

ゴールイメージ通りに母親が毎日花を飾るようにしたと

いう小さな変化が家庭に影響して、子どもが元気になり、

登校につながった例もあります。 
 
【参考】但馬やまびこの郷「虹のかけ橋」 

Ｒ２ 第44号「これからの不登校支援のあり方」兵庫教育大学大学院 池島徳大 特任教授 

但馬やまびこの郷「不登校に関する研修会」講義記録 

Ｒ２「不登校児童生徒およびその保護者との関わり方」 神戸大学大学院 齊藤誠一 准教授 

Ｒ４「不登校の子どもと保護者の元気を育む会話のあり方」他 神戸松蔭女学院大学 坂本真佐哉 教授 

    「森・黒沢のワークショップで学ぶ 解決志向ブリーフセラピー」 森俊夫・黒沢幸子 ほんの森出版 

（ナラティブセラピー・ブリーフセラピーの活用） 

保護者と共に前向きになる支援の例 

家族全員が苦しみながら、ますます 

心のエネルギーが貯まらない悪循環 

動いていないように見えていても 

悩み、考え、変わろうとしているもの。 

動かない時、心を守ってやるのが大事。 

不登校支援は、失敗しても相手を責めず、 

こちらの作戦ミスを謝るぐらいの姿勢で。 

そして、気にせずに次の手を考えましょう。 


